
その他、家庭菜園に関する相談は、JAの支店または営農経済センターまでご連絡ください。

情報提供は、西濃農林事務所農業普及課（TEL 73-1111）

カラフルな彩りを楽しもう！植え付け時期と品種の
工夫で長い期間収穫できる！～カリフラワー～

今月の
テーマ

　カリフラワーは収穫時期を変えながら全国で栽培され、真夏を除きほぼ通年出回っています。出回る量は秋頃から増え始めますが、最
もおいしい旬の時期は11月頃から3月頃までの、冬の寒い時期になります。家庭菜園では、比較的害虫の少ない秋冬どりが作りやすいで
しょう。最近は、カラフルなカリフラワーも出てきました。白・オレンジ・グリーン・紫色と黄色のロマネスコ、カリフローレという茎カリフ
ラワーもあります。病気への抵抗力をつけるビタミンＣや血圧を下げる効果があると言われているカリウムが豊富です。

～排水及び雑草対策で安定生産を～

トマト栽培における新しい害虫トマトキバガに注意

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　森 俊彦さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技師］　加藤 瑞穂さん

　大豆栽培では、ほ場の排水対策及び播種後の除草剤での体系処
理が重要です。
　ほ場が播種できる状況であることを確認のうえ、株間10～15㌢
で播種を行ってください。
　また、近年の異常気象を勘案し、天気予報の情報にはとくに注意
し、播種を行ってください。

◆排水対策
　大豆は、排水対策が重要なので、弾丸暗渠及び額縁排水の造成
を確実に行ってください。
　また、うね間に５㍍おきに排水溝を設置し、ほ場内で水が滞水し
ないようにしてください。
　大豆の播種は、発芽不良が発生しないように天気予報の情報及
びほ場環境を勘案し、行ってください。
◆雑草対策
　播種後約40日が雑草対策の重点時期です。栽培暦を参考に（播
種後40日以降は大豆がほ場を覆い、雑草は生えにくい環境となり
ます）除草剤での体系処理を行ってください。
＜播種前＞茎葉処理剤を散布し、雑草を枯らします。
＜播種時＞土壌処理剤を散布し、雑草の発生抑制を行います。
＜生育時＞播種後、約30日で中耕培土を行います。その後の状況に
より、茎葉処理剤を散布します。
＜帰化雑草＞帰化アサガオ・ホオズキ類の発生ほ場が増えており、

これらの多くは、ほ場周辺からの侵入によるものです。一度侵入す
ると防除が困難なため、侵入・定着を防ぐことが大切です。畦畔雑
草は非選択性茎葉処理剤を株元まで散布し、地際部からの刈取り
等により、ほ場周辺の除草を徹底してください。

◆適期の播種
　大豆は茎の節ごとに子実がつくため、草丈が高いと収量が高くな
ります。
　早すぎる播種は、倒伏・つるボケの恐れがあり、播種が遅れると、
丈が短くなり収量が低下します。そのため、適期の播種が重要で
す。
　播種適期は7月6日～25日頃で、播種量は4～5㌔/10㌃、条間は
75㌢を基本とします。播種が遅れてしまった場合（7月末以降）、条
間を45㌢と狭くし、播種量を増やします。
　播種時期が早くて倒伏が心配される場合は、摘芯栽培がおすす
めです。

1．トマトキバガについて
　トマトキバガとは、キバガ科に属する体長5～7㍉の小型の蛾です
（写真１）。南米原産で、2006年にスペインへの侵入が確認されて
以降、世界的に分布を拡大し、2021年に九州で初めて確認されま
した。以降、分布を拡大しており、2024年４月現在、岐阜県を含む
38道県で誘殺が確認されています。
　岐阜県においては2023年９月に飛騨地域のフェロモントラップ
に初めて誘殺され、2024年４月、西濃地域のトマト施設栽培ほ場
においてトマト葉および果実に食害が認められました。

2．トマトキバガによる被害
　トマトでは、茎葉の内部に幼虫が潜り込んで食害し、食害部分は
表面のみを残して薄皮状となり、白～褐変した外観となります（写
真２）。被害葉の様子はハモグリバエ類の被害に似ます。果実では、
幼虫が穴をあけて侵入して内部組織を食害します。食害部分は数㍉
程度のせん孔痕が生じるとともに、腐敗を起こします。

3．トマトキバガの防除対策
①ほ場内をよく見回り、見つけ次第捕殺してください。
②発生を拡大させないため、被害葉や被害果は放置せず、速やかに
土中深く埋設するか、ビニール袋等に入れて一定期間密封し成幼

虫を死滅させるなど、適切に処分してください。
③施設栽培においては、ハウス内への侵入を防ぐため開口部に目
合い１㍉以下の防虫ネットを設置しましょう。
④発生が確認された場合は、薬剤防除を実施してください。最新の
農薬登録情報を確認し、薬剤抵抗性の発達を防ぐため、系統が
異なる薬剤のローテーション散布を行ってください。

トマト

大豆

最適pHは6.0～6.5。排水性や保水性が良く、肥沃な土壌を好みます。過湿・高温には弱いです。栽培適性

追肥（化成肥料40㌘/㎡）は中耕・培土をかねて定植から30～40日後に行います。追肥・培土

花蕾が直径13～15㌢程度で、花蕾が固く締まってきたタイミングが収穫適期です。収　穫

アブラナ科（白菜・キャベツなど）の連作により根こぶ病が発生しやすいので、1～2年以上の輪作を行いましょう。連輪作

畝幅120㌢、畝高10～20㌢の畝を立て、条間50㌢、株間35～40㌢の2条植えにします。
耕土が浅い場合は高畝にしましょう。栽植密度

植え付けの2週間前に苦土石灰100㌘/㎡と完熟たい肥1㌔/㎡を施しよく耕し、植え付けの1週間前には化成肥料（畑作名人
N:P:K=13:13:13）120㌘/㎡を施しよく耕します。畑の準備

カリフラワー（純白系）は花蕾が直射日光や霜に当たると黄色っぽくなるので、外葉をヒモで縛り、花蕾を保護します。風の弱い畑で
は、外葉の元を折り曲げて花蕾に被せても良いです。遮　光

葉数が3～4枚の苗を、根鉢の上面と畝の表面が同じ高さになるように植え付け、株元にたっぷり水をやります。植え付け後は防虫ネッ
トのトンネルをかけます。また、定植前に育苗セルトレーへ登録のある農薬を潅注処理することで、初期の発生害虫を防ぐことができ
ます（ハイマダラノメイガとハスモンヨトウに注意）。

植え付け

（写真は全て岐阜県病害虫防除所提供）

植え付け ハウスで種まき・育苗 収穫種まき
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※同じ作型（早生・晩生など）でも品種により収穫時期などが異なるためラベルをよく確認する

●カリフラワーの旬は冬

●作ってみたい品種

●栽培方法

スノークラウン オレンジ美星 バイオレットクイン ロマネスコ

○スノークラウン：大玉で純白。肉質緻密な早生種。
○ブライダル：寒さに強く、草勢が強いので作りやすい。中早生種。
○オレンジ美星：光に当たることでオレンジ色に。みずみずしく食味が良い。早生種。 
○バイオレットクイン：花蕾が濃紫色。ゆでると鮮緑色に変わる早生種。
○ロマネスコ：甘みがあり、クセのない味が特徴で生のままスライスしてサラダでも食べられる。

マルバルコウ アメリカアサガオ イヌホオズキ ヒメタイヌビエ

写真１　トマトキバガの成虫 写真２　トマト葉の食害痕
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